
ボーリング柱状図
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調 査 名
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質業務委託

ボーリング名 Ｎ o ２ 調査位置 福 岡 市 東 区 大 字 奈 多 地 内 北 緯

東 経発 注 機 関 福岡市財政局アセットマネジメント推進部施設建設課 調査期間 平成 24年 8月 20日 ～ 24年 8月 29日
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有 限 会 社  大 地 コ ン サ ル タ ン ト
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礫混じり砂表土 褐灰

粒子均一な細砂～中砂が主体であ
る
GL-1.7ｍ付近まで、含水少ない。
GL-1.7m以深は、含水中位。
細粒分はほとんど含んでいない。

砂
黄

灰

中

位

の～

密

な

全体的に均質な粘性土。
粘性は強い。
GL-13m付近に腐植物を混入。
全体に貝殻片を混入。
GL-15m～-18m間は、半固結状。
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微細細～細砂を混入し、不均質。
粘性小。
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細砂を混入。貝殻片混入。
粘性大。

砂混じ
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中く
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粒子均一な細砂主体で、全体にシ
ルト分を若干混入。。
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砂
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灰
中位
の

中砂～粗砂主体。
φ5～10ｍｍ程度の礫を混入する。
石英が多く混入する。
礫径最大20ｍｍ程度。
GL-32ｍ付近、所々にシルト質砂が
少量混入。
ＧＬ-33ｍ～34ｍ付近は暗灰色を呈
する。
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二次マサ土状を呈し、細砂～中砂
主体。
φ2～10ｍｍ程度の礫が点在する。
全体に若干のシルト分混入する。
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テキストボックス
・本資料は、工事等により現況と整合しない場合があり、現在の位置関係や地質状況などを特定するものではありません。
・本資料は、参考データとして利用し、現在の地質状況は、再度ボーリングを行う等して確認をお願いします。




